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大飯発電所周辺斜面の安定性評価について

平成２４年５月２１日

関西電力株式会社
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検討内容
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○平成２３年１１月１１日に原子力安全・保安院より「平成２３年東北地方太平洋沖地震の
知見等を踏まえた原子力施設への地震動及び津波の影響に関する安全性評価の実施に
ついて（指示）」を受けて大飯周辺斜面の安定性について検討した。
○基準地震動Ｓｓ(700gal)に対する周辺斜面の安定性について、「想定すべり面でのすべ
り安全率」等に着目して、原子力発電所耐震設計技術指針(JEAG4601-2008)の評価基準
値１．２を上回るかどうか確認を行い、 平成２４年２月２９日に原子力安全・保安院に対し

評価結果について報告した。
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・二次元動的有限要素法解析

・周波数応答解析手法を用い、
等価線形化法によりせん断弾
性係数および減衰定数のひず
み依存性を必要に応じて考慮

※1 地盤の自重により求まる初

期荷重、掘削に伴う解放力
および建屋構築による荷重
を考慮

※2 水平地震動および鉛直地

震動による応答の同時性
を考慮

基準地震動 SS

解析モデル入力地震
動

地震応答解析

(動的解析) ※2
静的解析

常時応力 動的応力

すべり安全率

地震時の応力

すべりに対する
安定性の評価

＜地震以外による荷重＞ ※1 ＜地震による荷重＞

＜地震動＞

安定性評価フロー
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検討結果（すべり安全率）

4 号機 
原子炉建屋 

 
原子炉建屋

最小滑り安全率＝４．０（基本ケース）

（地震動反転考慮ケース ２．７）
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原子炉
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原子炉
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最小滑り安全率＝２．５（基本ケース）

（地盤物性のばらつき考慮ケース １．８）

最小滑り安全率＝５．５（基本ケース）

（地盤物性のばらつき考慮ケース ３．５）

最小滑り安全率＝３．９（基本ケース）

（地盤物性のばらつき考慮ケース ２．７）

Ａ－A’断面 ①－①’断面

B－B’断面 ②－②’断面

（1号機側）

（2号機側）（1・2号機中央）

（3・4号機側）
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１・２号機周辺斜面表層部の検討

①－①’断面および②－②’断面の表層部において、風化等の影響
により強度が小さな自然の地盤が存在する為、その表層部の変位
量について基準地震動Ｓｓ(700gal)による検討を行った。

原子炉
補助建屋原子炉

補助建屋

①－①’断面 ②－②’断面

（1号機側） （2号機側）
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①－①’断面：表層部の変位量0.090cm（滑動力が抵抗力を上回る時間0.03秒）
②－②’断面：表層部の変位量0.023cm（滑動力が抵抗力を上回る時間0.04秒）
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：滑動力が抵抗力を上回る時間
累積で0.03秒

○すべり安全率時刻歴

滑動変位量0.090cm

・SS-1反転無し
・地盤のせん断強度 平均値-σ

■①－①’断面

○滑動変位量
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：滑動力が抵抗力を上回る時間
累積で0.04秒

滑動変位量0.023cm

○すべり安全率時刻歴

○滑動変位量

■②－②’断面
・SS-1反転無し
・地盤のせん断強度 平均値-σ

１・２号機周辺斜面表層部の検討結果

（1号機側） （2号機側）

変位量は極めて小さく、滑動力が抵抗力を上回る時間も極めて短いことから、
表層部が滑落し、施設の安全機能に重大な影響を与えることは無いものと考えられる
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（1号機側） （2号機側）
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（1号機側） （2号機側）
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周辺斜面安定性評価結果

○大飯発電所周辺斜面について、基準地震動Ｓｓによる
地震動に対する耐震安全性評価を行った結果、原子炉
施設の安全機能に重大な影響を与えるような崩壊を起こ
さないことを確認した。

○１・２号機周辺斜面には風化等の影響により強度が小さ
な自然の地盤が存在する為、その表層部に変位量が生
じるが、その変位量は極めて小さく、滑動力が抵抗力を
上回る時間も極めて短いことから、表層部が滑落し、施
設の安全機能に重大な影響を与えることはないものと考
えられる。

○１・２号機周辺斜面の表層部については、念のため、耐
震裕度向上を図るための対策工事を今後実施する。


